
JICA グローバル・アジェンダ取り組み事例取り組み事例CASES

　日本の大学との連携を促進。日本の開発経験を学ぶJICA

開発大学院連携プログラムやJICAチェアも進めています。

オンライン教育や教科書のデータ化を踏まえ、デジタルトラ

ンスフォーメーション（DX）分野を中心に民間事業者とも協働。

また、開発した外国語教材を日本にも紹介するなど、多文化共生

の一環として在日外国人支援や国際理解教育へと還元します。

日本の大学とのパートナーシップのほか、民間事業者との協働も推進

パートナーとの協働

上：コロナ禍で対面と遠隔授業を同時に実施。右：
デジタル化されたエルサルバドルの算数の教科書。
日本にいるスペイン語話者の児童への活用も行う。

　2006年よりJICAはエルサルバドル教育省の要請で、初・

中等教育における算数・数学科の指導力向上プロジェクト

（ESMATE）を展開。エルサルバドルの学校現場に即した指

導書と教科書、練習帳を開発しました。現地校で研修を重ね、

教科書の使い方と指導法をマニュアル化。学校現場での活

用をフォローし、教員養成課程の支援も実施しました。教

材の全国配布と児童・生徒の学力向上も確認した後、学習

調査の結果をカリキュラム改訂に反映させ、さらなる教科

書改訂や授業の向上につなげるなど、循環的な学習改善シ

ステムを構築しました。

エルサルバドルで算数・数学を中心に、
学習改善システムを構築1

　アフリカ連合（AU）は2008年、アフリカの人材育成のため、

汎アフリカ大学（PAU）を設立し、アフリカ域内の5つの主要大

学に特定分野を担当する拠点大学院を設置しました。日本は12 

年にケニアのジョモ・ケニヤッタ農工大学（JKUAT）が擁する科

学技術分野担当の拠点大学院（PAUSTI）の支援パートナー国に

就任。JKUATは日本が1978年から継続的に技術協力や環境整備

を行ってきた大学で、現在はPAUSTIにおいて域内54か国から

留学生を受け入れるなどアフリカ全土の人材育成に貢献してい

ます。今後もJKUATとPAUSTIの研究能力を底上げし、アフリ

カ型イノベーションの推進を実践していきます。

拠点大学院の研究環境を整え、
アフリカの高度人材の育成に協力2

詳細はこちらのページをご覧ください www.jica.go.jp/activities

2030年のSDGs達成への貢献や、「人間の安全保障」「質の高い成長」「地
球規模課題への取組」といった、日本が開発協力で目指す理念の実現の
ために、JICAが掲げる20の課題別事業戦略。課題の分析に基づいたグ
ローバルな目標を掲げ、その達成に向けて開発協力事業の成果を上げる
べく取り組みます。さらに、途上国はもちろん国内外のさまざまなパー
トナーとの対話と協働を促進し、開発協力の成果の拡大を目指します。

JICA グローバル・アジェンダとは
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〒102-8012
東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル
TEL: 03-5226-6660～6663（代表）　
Eメール: jicahm@jica.go.jp

独立行政法人国際協力機構（JICA／ジャイカ（注））は、日本の政府開発援助のうち、
二国間援助の実施を一元的に担う国際協力機関です。世界の約150か国・地域へ
協力しています        （注）JICA／ジャイカはJapan International Cooperation Agencyの略称です。

「アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/AUネットワークプロジェク
ト」はJKUATとアフリカ域内の他の拠点大学との連携のほか、日本の大学や
日本が支援するエジプト日本科学技術大学（E-JUST）、アセアン工学系高等
教育ネットワーク（AUN/SEED-Net）のメンバー大学などとの連携も促進。
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JICA
バングラデシュ
初等教育支援
20年の軌跡

教科書・教材開発を中心とした学びの改善2004-2024年

支援実績

すべての子どもが能動的に学び、

基礎的な学力を身につけ、

自らの可能性を発揮できるように――

JICAは2004年から20年にわたり、

バングラデシュの初等教育の改善に

取り組んできました。

専門家派遣 小学校教員 研修員受け入れ無償資金協力 技術協力
プロジェクト

草の根
技術協力

現場に根差した多面的な教育支援

10人 92人 50億円 200人以上 3件 3件

JICAからのメッセージ

JICAによる過去20年間の初等教育分野への技術協力と支援は、バングラデシュにおける教授・学習プロセスや
学校運営に前向きな変化をもたらしました。授業における児童の主体的な参加や、教師の専門能力開発における
協働は、JICAの技術支援によって達成された主要な成果です。児童と教師双方の継続的な学びの質の向上に対す
るJICAの多大なご支援に、心より感謝申し上げます。（初等大衆教育省初等教育局　局長 Abu Noor Md. Shamsuzzaman氏）

バングラデシュ政府からのメッセージ

JICAは、バングラデシュの初等理数科教育の改善に向けて、これまで20年にわたり、バングラデシュ政府とともに様々な
教育事業を実施してきました。特に技術支援では、技術協力プロジェクトや海外協力隊、教育アドバイザーを通じて
教育現場から政策レベルまで幅広く活動し、カリキュラムや教科書の改訂、授業の進め方の改善等を通じて、子ども中心の
学びを重視した理数科教育の実現に貢献してきました。今後、20年間の取り組みがバングラデシュの人びとの手によってさらに
広がり、初等教育全体の更なる発展に繋がっていくことを期待しています。(国際協力機構 人間開発部 基礎教育グループ 次長 松山剛士）

学びがつなぐ日本とバングラデシュの絆

日本は2022年2月にバングラデシュ政府との外交関係樹立50周年を迎え、2023年3月にはJICAによる開発協力開始から50周年を迎えました。
教育分野においては、専門家やボランティアの派遣、技術協力、研修員受け入れなど、様々な形でバングラデシュ政府と協力をして
きました。JICA長期研修員制度を活用して日本で学んだバングラデシュ政府関係者は、帰国してバングラデシュの初等教育の中核人材
として活躍し、教育改革の推進に貢献しています。

初等教育における支援20年の歩み

2000

2005

2010

2015

2020

2025

2003-2005

2017-2021

 草の根技術協力事業

地域住民参画による持続可能な
学校給食モデルの確立

2022-2025 郡とNGO連携による地域住民参画の
持続可能な学校給食普及の仕組みづくり

 草の根技術協力事業

2014-2017 

協力準備調査

NGOとの連携による教育の質向上事業準備調査

2017-2019 思考力育成に着目した
改訂教科書の活用を目指す教員研修事業

 草の根技術協力事業

2011-2017

2004-現在   青年海外協力隊派遣

 JICAボランティア派遣事業

2004-2010   小学校理数科教育強化プロジェクト(JSP1)

技術協力プロジェクト

2011-現在    短期・長期研修員の受け入れ

 研修員招聘

2010-2017   小学校理数科教育強化プロジェクトフェーズ2
　　　　　(JSP2)

技術協力プロジェクト

2019-2025   小学校理数科教育強化プロジェクトフェーズ3
　　　　　(JSP3)

技術協力プロジェクト

1999-現在   初等教育政策アドバイザー派遣

専門家派遣
 無償資金協力

 無償資金協力

 第五次多目的サイクロンシェルター建設計画

貧困削減戦略支援無償
（2015 年度より「第三次初等教育開発計画」に改名）

2018-2025

 無償資金協力

第四次初等教育開発計画



成果

バングラデシュの子どもに学びの機会を届けるために

当時の理数科教育の抱える問題点

1．暗記中心のカリキュラム 2.  わかりにくい教科書 3. 子どもが受け身の授業

カリキュラム・教科書・教材開発、教師の能力強化を通した包括的な支援

子どもが自ら考え、学ぶ楽しさを実感できる授業への変化

背景

課題

JICAの初等理数科教育支援 ～すべての子どもに、より良い学びを～

分かりやすい言葉や見出し、考える活動を取り入れ、
子どもたちが自分で学べる教科書の作成を支援
しました。JICAの支援した教科書は、約1億4千万人
の子どもたちの手に渡っています。

自分で学べる教科書づくり

子どもたちの声

JICAの支援により、教師が一方的に話す講義型の授業から、子どもが主体的に学ぶ授業へと変化しました。
観察・実験・調べ学習などを通じて、子どもたちは自ら考え、学ぶことの楽しさを実感しています。
ペアやグループで意見を出し合いながら学び合い、理解を深める授業が広がっています。
また、教師たちは教材や教具を工夫し、手作りのポスターや実験道具を活用することで、子どもの学びをより深める
授業づくりを進めています。子どもが発表や話し合いを通して、自信を持って表現できる力も育まれています。

仲間との意見交換を通して、自分の考えを深
める姿が見られます。

発表の機会を通じて、自信を持って自分の意見
を表現できるようになりました。

手作りの教材やポスターが、子どもたちの理解
をサポートしています。

グループで協力しながら観察・実験に取り組み、
探究心を育てています。

教師の工夫で伝わる授業に

話し合いから広がる学び 考えを伝える力を育む

実験・観察で学びを深める

バングラデシュ政府は1990年に「万人のための教育」宣言に署名し、初等教育を義務化しました。
その結果、初等教育の就学率は大きく改善しましたが、約3分の1の子どもたちが小学校を修了する前に
中退していました。また、小学校を修了しても基礎的な学力が身についていないという課題がありました。
こうした課題に対応するため、JICAは2004年からバングラデシュ初等理数科教育への支援を開始しました。

・算数の思考力を育てる機会が少ない
・科学の考え方を学ぶ実験や
　観察の機会が少ない

・難しい言葉が多い
・学習目標がわかりにくい
・内容のつながりが分かりにくい
・図や例が少なく、イメージしにくい

・教師が話すだけで、
　子どもが考える時間が少ない
・話し合い、発表、実験などが少なく、
　子どもが積極的に参加できない

アプローチ

日本発祥の授業改善のアプローチである
「授業研究」を導入しました。
JICAは、授業研究マニュアルの開発や教師への研修
を通して、バングラデシュの教師同士が教え合い、
学び合って授業改善を行う仕組みづくりを支援
しました。現在はバングラデシュの教師研修制度
に組み込まれ実施されています。

学び合い、成長する教師たちを支援

教師の成長を描いたドラマ「Rupantar Kotha」は、
多くの教師の共感を呼び、授業を良くしたい
という思いを引き出しました。

心を動かすドラマで意識改革

暗記から探求へ 理数科カリキュラムの見直し

知識を覚えるだけでなく、考えて問題を解く力を
育てるために、カリキュラムの改訂を支援しました。

教師たちの声

算数の授業では先生がわかるまで何回
も教えてくれます。楽しい活動がたく
さんあって算数が好きになりました

理科の授業を通して手洗いや体を
清潔にすることなど、生活で大切
な知識を学ぶことができます

買い物をするときや
数を数えるときに
算数が役立ちます

新しい教科書は子どもたちの
生活と関連していて、子ども
たちが学びやすい教科書です

同僚や校長と意見を交わしなが
ら、子どもたちにとって分かり
やすい授業を目指しています

教師用指導書には、授業の
進め方や学習目標が分かり
やすく整理されていて、授業
づくりの頼もしい味方です

理科の授業ではみんなと
実験をするのが
とても楽しいです


